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実践報告 ページ上部に印刷業者が飾りを入れるのでこの 2 行の余白をカットしないこと 
 




















































































みどり日本語学校が行なっているプロジェクト活動は、Project Based Learning （PBL）
と呼ばれている（PBL は Problem Based Learning とも言われ、どちらも「課題解決型学




NPO 法人日本 PBL 研究所を設立し、日本における PBL 研究の第一人者である上杉賢














































































 1 アメリカのミネソタ州にあるミネソタ・ニューカントリースクールが開発したプロジェクト。     
1990 年代に導入された PBL によって、有能な社会人育成に成果を上げている。 
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